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神代之風

（１）

「安らぎと文化の香りがする山上の都」を標榜し発信する

　

霊
峰
、
玉
置
神
社
。
11
月
４
日
、
す
ご
い
方
が
お
見

え
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
ま
で
も
澄
ん
で
い
る
玉
置
山
に
こ
だ
ま
す
る
只

者
で
は
な
い
甲
高
い
声
。

　

声
の
主
は
、
室
町
時
代
よ
り
代
々
続
く
能
楽
囃
子
大

倉
流
大
鼓
、
小
鼓
の
宗
家
に
生
ま
れ
、
能
楽
師
と
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
重
要
無
形
文
化

財
総
合
認
定
保
持
者
で
も
あ
る
大
倉
正
之
助
さ
ん
。

　

人
智
を
越
え
た
領
域
へ
と
迫
る
鼓
の
音
は
ひ
た
す
ら

能楽囃子 大倉流 大鼓
人
間
国
宝
・
大 

倉 

正 

之 

助 

さ
ん

N ohgakuH ayashi

肉
体
を
酷
使
す
る
こ
と
で
体
得
し
た
と
い
う
独
自
の
世

界
。
情
感
を
抽
象
的
、
象
徴
的
に
表
現
す
る
能
の
世
界

は
神
道
と
も
繋
が
り
が
深
い
。

　

自
然
と
一
体
に
な
り
、
さ
ら
に
時
空
を
越
え
た
超
自

然
へ
と
人
々
を
誘
う
演
奏
に
、
人
の
可
能
性
の
奥
深
さ

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
心
地
で
し
た
。（
玉
置
神
社
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
動
画
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
）

ご
来
社

天空の神社
こだまする

に

参
拝
者　

年
間
14
万
人
越
え
・
・
・湯を沸かすほどの熱気

寒いけど

新春一番太鼓

あ
ふ
れ
る
笑
顔

時
空
を
越
え
た
超
自
然
へ

shonosuke okura

（
１
月
末
現
在
で
）
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星
野
監
督
さ
ん
は
、
苦
し
い
時
を

耐
え
れ
ば
必
ず
強
い
人
に
な
る
。
負

け
る
な
！
と
申
さ
れ
、
険
し
い
山
も

情
熱
で
頂
を
目
指
せ
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
も
人
生
も
逃
げ
て
は
ダ

メ
。
ゲ
ー
ム
で
の
闘
い
ぶ
り
も
ス

マ
ー
ト
で
魅
力
的
で
し
た
。

　

あ
の
勇
姿
、
あ
の
稲
妻
の
よ
う
な

声
が
次
第
に
薄
れ
て
い
き
ま
す
。

　

で
も
様
々
な
場
面
で
火
花
散
ら
す

が
如
き
と
き
め
き
は
不
滅
。

　

楽
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮 司 私 感
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熱き男 星野仙一さん　  名言から

・迷ったら前へ。苦しかったら前に。つらかったら前に。　
　後悔するのはそのあと、そのずっと後でいい。
・勇気を奮い立たせて、毎日闘っていく。弱みは絶対、見せちゃいかん。
・逃げるやつにはチャンスをあげません。
・ひとつの夢をつかんだと思ったら、次の夢が出てくる。
　夢にチャレンジしているから、俺はすごく若いわけだ。

星
野
さ
ん

喧
嘩
っ
早
い
あ
な
た　

 

大
好
き
で
す

万
物
は
日
に
新
た
。

　

例
年
よ
り
多
く
の
参
拝
者
に
恵
ま
れ
、
特
に
今
年
は
家

族
連
れ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
神
様
に
御
挨
拶
さ
れ
た
後
、

無
料
ぜ
ん
ざ
い
、
お
み
く
じ
、
神
子
に
よ
る
弓
神
楽
奉
仕

な
ど
な
ど
、
思
い
思
い
の
年
の
初
め
を
過
ご
さ
れ
る
参
拝

者
の
方
々
。

　

「
万
物
は
日
に
新
た
。
人
の
営
み
も
ま
た
、
天
地
と
と

も
に
日
に
新
た
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
（
松
下
幸
之
助
「
こ

の
日
こ
の
朝
」
よ
り
）

　

毎
年
の
風
景
も
や
は
り
新

鮮
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

も
笑
顔
で
御
奉
仕
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
い
で
す
。
皆
様
、
今

年
も
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
・
・
・
。

　

大
晦
日
か
ら
元
日
は
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
瞬
く
星
空

と
月
明
か
り
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を
込
め
た
力
強

い
音
、
少
し
遠
慮
が
ち
な
音
等
、
百
八
つ
の
祈
り
の
太
鼓

の
音
が
境
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

神
社
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
新
春
一
番
太
鼓
」
も
今
年
で

３
回
目
。
す
っ
か
り
定
着
し
、
多
く
の
参
拝
者
と
、
新
た

な
る
年
の
初
め
を

慶
び
と
と
も
に
お

祝
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
祓
式
は
神
代
の
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
お
祓
い
の
儀

式
で
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
に
も
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
つ
い
つ
い
愚
痴

や
不
平
不
満
ま
た
悪
口
な
ど
言
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
が
身
体
に
た
ま
り
自
然
と
気
力
が
失
わ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
「
罪
」
や
「
気
枯

れ（
穢
れ
）」
な
ど
を
人
形
に
移
し
て
祓
い
清

め
、
澄
ん
だ
心
と
健
全
な
身
体
へ
の
よ
み
が
え

り
を
祈
る
儀
式
が
「
大
祓
い
」
で
す
。

　

神
職
が
大
祓
詞
を
宣
読
、
人
形
を
燃
や
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
除
夜
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
１

年
間
無
事
に
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、

さ
ら
に
来
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈

り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

夕
闇
の
中
、
巫
女
の
鈴
舞
も
奉
納
さ
れ
、
玉

置
の
杜
が
静
か
に
暮
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　歳旦祭に引き続き、出雲大社玉置教会月次祭が
奉仕されました。
　明治時代より祖霊をお祀りしている出雲大社玉
置教会。浦安の檜扇（ひおうぎ）の舞も奉仕され、先
祖の供養と神慮の慰（なぐさ）みを祈る日々です。

新
春
新
春
一
番
太
鼓

歳
旦
祭

例
年
よ
り
多
く
の
参
拝
者

特
に
家
族
連
れ
が
目
立
ち
ま
し
た

祈
り
の
響
き

出雲大社玉置教会月次祭

悪魔退散を

Ichiban D
aiko

　

年
の
始
め
に
あ
た
り
１
月
３
日
、
天

孫
降
臨
に
始
ま
る
国
の
大
元
を
寿
ぎ
、

皇
室
の
御
繁
栄
と
国
家
の
隆
昌
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

本
年
は
作
家
の
名
取
杏
樹
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
御
参
列
い
た
だ
き
、

共
に
皇
位
の
無
窮
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

神
話
か
ら
連
綿
と
繋
が
る
現
代
を
生

き
る
作
家
は
、
玉
置
の
山
で
何
に
思
い

を
馳
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

　

冬
至
を
迎
え
、
一
陽
来
復
と
太
陽
の
力
が
少
し
ず
つ
増
す
12
月
23
日
、
巫
女
神
楽
伝
承

奉
納
会
の
舞
人
・
岩
松
香
織
さ
ん
、
肥
田
亜
裕
美
さ
ん
ら
に
よ
り
、
平
和
へ
の
祈
り
と
大

自
然
へ
捧
げ
る
感
謝
の
祈
り
を
込
め
、
日
本
の
巫
女
舞
と
ハ
ワ
イ
の
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
古
代
巫
女
神
楽
と
現
代
巫
女
神
楽
を
順
次
舞
わ
れ
、
用
意
し
て
い
た

音
が
途
中
で
途
切
れ
た
と
き
、
舞
人
の
華
麗
な
声
が
本
殿
に
響
き
ま
し
た
。
お
二
方
が
玉

置
神
社
の
神
々
の
御
前
に
て
巫
女
舞
を
奉
納
さ
れ
る
の
は
３
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

神
々
等
も
清
ら
か
な
祈
り
と
優
美
な
舞
に
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
我
々
に
お
示
し

に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

年越大祓
　　除夜祭

澄んだ心と健全な身体へのよみがえり

巫女の鈴舞

元 

始 

祭

作家の名取杏樹さん
　　　　ボランティア参列巫女舞奉納

　

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
で
あ
る
12
月
23
日
、
宮
司

以
下
職
員
が
慶
祝
の
意
を
表
し
、
陛
下
の
長
寿
と

益
々
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
天
長
祭
を
、

晴
天
の
下
、
粛
々
と
御
斎
行
も
う
し
あ
げ
ま
し
た
。

　

本
殿
に
於
き
ま
し
て
、
明
治
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た（
11
月
３
日
）。

　

近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
明
治
天
皇
の
威
徳
を
偲
び
、
明
治
時
代
を
永
久
に
思
い
出
し
て
行
き
た
い

と
の
、国
民
の
声
か
ら
、
昭
和
２
年
３
月
３
日
、誕
生
日
で
あ
る
11
月
３
日
が
明
治
節
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
当
社
も
毎
年
明
治
祭
を
御
斎
行
も
う
し
あ
げ
明
治
天
皇
の
御
事
績
を
偲
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

天
長
祭

明
治
祭

安
ら
ぎ
と
文
化
の
香
り
が
す
る
山
上
の
都

Atsuki

が

の

Sanjyo no Miyako

人間国宝と宮司
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国
家
の
隆
昌
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

本
年
は
作
家
の
名
取
杏
樹
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
御
参
列
い
た
だ
き
、

共
に
皇
位
の
無
窮
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

神
話
か
ら
連
綿
と
繋
が
る
現
代
を
生

き
る
作
家
は
、
玉
置
の
山
で
何
に
思
い

を
馳
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

　

冬
至
を
迎
え
、
一
陽
来
復
と
太
陽
の
力
が
少
し
ず
つ
増
す
12
月
23
日
、
巫
女
神
楽
伝
承

奉
納
会
の
舞
人
・
岩
松
香
織
さ
ん
、
肥
田
亜
裕
美
さ
ん
ら
に
よ
り
、
平
和
へ
の
祈
り
と
大

自
然
へ
捧
げ
る
感
謝
の
祈
り
を
込
め
、
日
本
の
巫
女
舞
と
ハ
ワ
イ
の
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
古
代
巫
女
神
楽
と
現
代
巫
女
神
楽
を
順
次
舞
わ
れ
、
用
意
し
て
い
た

音
が
途
中
で
途
切
れ
た
と
き
、
舞
人
の
華
麗
な
声
が
本
殿
に
響
き
ま
し
た
。
お
二
方
が
玉

置
神
社
の
神
々
の
御
前
に
て
巫
女
舞
を
奉
納
さ
れ
る
の
は
３
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

神
々
等
も
清
ら
か
な
祈
り
と
優
美
な
舞
に
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
我
々
に
お
示
し

に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

年越大祓
　　除夜祭

澄んだ心と健全な身体へのよみがえり

巫女の鈴舞

元 

始 

祭

作家の名取杏樹さん
　　　　ボランティア参列巫女舞奉納

　

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
で
あ
る
12
月
23
日
、
宮
司

以
下
職
員
が
慶
祝
の
意
を
表
し
、
陛
下
の
長
寿
と

益
々
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
天
長
祭
を
、

晴
天
の
下
、
粛
々
と
御
斎
行
も
う
し
あ
げ
ま
し
た
。

　

本
殿
に
於
き
ま
し
て
、
明
治
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た（
11
月
３
日
）。

　

近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
明
治
天
皇
の
威
徳
を
偲
び
、
明
治
時
代
を
永
久
に
思
い
出
し
て
行
き
た
い

と
の
、国
民
の
声
か
ら
、
昭
和
２
年
３
月
３
日
、誕
生
日
で
あ
る
11
月
３
日
が
明
治
節
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
当
社
も
毎
年
明
治
祭
を
御
斎
行
も
う
し
あ
げ
明
治
天
皇
の
御
事
績
を
偲
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

天
長
祭

明
治
祭

安
ら
ぎ
と
文
化
の
香
り
が
す
る
山
上
の
都

Atsuki

が

の

Sanjyo no Miyako

人間国宝と宮司
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巫女舞

柳瀬さん

宮司舞

玉置山が amazing wonder amazing wonder凄い
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山
上
の
音
楽
祭

玉
置
神
社
神
楽
殿　
昨
秋
11
月

極
上
の
き
ら
め
く
午
後
で
し
た

「必殺仕掛人」テーマ散りばめ

お茶目なトランペッター

女性神職　ふたり

紅白の幕 & 満月の様な和太鼓

ジャズ
カルテット

宮岡　信夫（トランペット）
鷲尾　一夫（ギター）
尾崎　　薫（ベース）
村尾コージ（パーカッション）

　

玉
置
神
社
神
楽
殿
に
て
山
上
の
音
楽

祭
が
開
催
さ
れ
た（
昨
秋
11
月
18
日
）。

　

晴
れ
舞
台
を
示
す
紅
白
の
幕
と
満
月

の
様
な
和
太
鼓
を
背
景
に
展
開
さ
れ
る

大
人
の
リ
ズ
ム
と
情
感
。

　

裏
拍
（
う
ら
は
く
＝
リ
ズ
ム
の
「
表

（
お
も
て
）
」
と
「
裏
（
う
ら
）
」
）

を
刻
む
ジ
ャ
ズ
で
陰
陽
の
陰
を
見
つ
め

な
が
ら
、
哀
し
み
も
喜
び
も
全
て
肯
定

し
て
い
く
。

　

世
界
的
三
味
線
ソ
リ
ス
ト
、
龍
笛
と

舞
に
よ
る
精
霊
の
世
界
、
自
由
で
奥
深

い
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
、
随
所
に
「
必
殺

仕
掛
人
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
散
り
ば

め
た
お
茶
目
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
。
玉

置
山
の
灰
色
が
か
っ
た
空
に
そ
れ
ぞ
れ

が
き
ら
め
く
極
上
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。（
玉
置
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
動
画
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
）

津軽三味線 大野　敬正

世界的三味線ソリスト
熱き心を叩きつけ

龍笛、舞踏 出口　煌玲、牧　桃子
飯干　未奈

和　太　鼓 原田　嘉子

喜びも哀しみも全て包み込み

精
霊
の
世
界
へ

誘
う
・
・
・

　

新
年
に
向
け
年
神
様
を
お
迎
え
す
る
為
、
昨
年
末
、

煤
払
い
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
の
稲
田
さ
ん
、
柳
瀬
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
女
性
の
３
名
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本

殿
お
よ
び
周
辺
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

掃
除
を
す
る
と
フ
ォ
ト
ン
と
い
う
光
の
粒
子
が
集
ま

り
ま
す
。
神
様
や
光
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　

お
社
と
共
に
心
も
清
め
ら
れ
、
清
々
し
い
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

煤
払
い

「心も清められ、清々しい雰囲気となりました」

　

人
の
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　　

 

感

魂ゆさぶる　豪快なばち
おんな太鼓

（出演者＝いずれも敬称略）
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宮
沢
り
え
主
演
映
画
「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱

い
愛
」
に
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
テ
レ
ビ
録
画
を
ま

た
観
た
。

　

余
命
２
か
月
。
が
ん
宣
告
を
受
け
た
若
い
母
。

如
何
に
「
生
き
る
意
味
」
と
向
き
合
い
、
そ
し
て

旅
立
つ
か
。
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。

　

究
極
の
せ
つ
な
さ
、
い
と
お
し
さ
が
つ
の

る
・
・
・
。

　

弓
場
宮
司
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
映
画
談

義
を
よ
く
す
る
。
物
知
り
宮
司
か
ら
多
く
の
真
実

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
。

　

玉
置
神
社
に
「
奇
跡
」
が
起
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
参
拝
者
の
激
増
が
続
く
。

　

ま
る
で
「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
」
熱
気
。
あ
の

山
上
の
小
さ
な
社
に
。
こ
れ
が
神
威
な
の
か
。

　

モ
カ
マ
タ
リ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
湯
気
を
見
な
が
ら
、

迷
え
る
私
に
は
、
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

野　

成　

之

　

美
し
き
八
重
山
諸
島
の
石
垣
島
で
、
10
月
25
日
か
ら
３

日
間
、
出
雲
大
社
教
第
五
教
区
の
役
員
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

特
別
に
、
出
雲
大
社
教
管
長
で
あ
る
千
家
隆
比
古
様
ご

夫
妻
が
参
加
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
長
様
の
古
希
祝
い
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

　

玉
置
神
社
か
ら
は
弓
場
宮
司
と
神
職
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
乗
船
、
西
表
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ル
ー

ズ
そ
し
て
水
牛
車
で
海
を
渡
り
、
ま
た
島
を
巡
る
な
ど
充

実
し
た
研
修
で
し
た
。

　

十
津
川
の
こ
と
と
思
い
重
ね
な
が
ら
、
人
と
自
然
と
の

共
生
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
よ
り
深
め
る
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

・
・
・
良
き
学
び
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
賞
式
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
東
山
浄
苑
東
本
願
寺
に
て
12
月
12
日
開
催
。

今
回
は
今
野
勉
先
生
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。
柳
田
邦
男
先
生
、
山
折
哲
雄
先

生
の
講
評
も
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
、
会
場
内
で
は
参
加
者

の
交
流
も
親
し
さ
と
温
か
み
溢
れ
て
行
わ
れ
、
気
が
付
け
ば
、
別
れ
惜
し
い

時
間
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
八
百
万
神
を
稲
佐
の
浜
で
お

迎
え
す
る
神
迎
祭（
11
月
27
日
）、
出
雲

大
社
本
殿
で
の
翌
朝
の
神
在
祭
に
、
御

神
縁
の
下
、
当
神
社
か
ら
も
参
列
。

　

神
迎
祭
は
夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

定
刻
、
浜
の
臨
時
灯
が
消
さ
れ
、
斎

場
の
松
明
の
中
、
祭
儀
が
粛
々
と
進

み
、
龍
蛇
神
を
先
導
に
し
て
神
々
が
出

雲
大
社
へ
と
御
神
幸
な
さ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
出
雲
大
社
本
殿
に
於
い
て
、

国
造
様
以
下
祭
員
に
依
り
神
在
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
造
様
の
祝
詞
に
は
、
参
列
者
一
同

が
起
立
低
頭
の
上
、
神
妙
な
面
持
ち
で

し
た
。

　

午
後
は
縁
の
神
社
参
拝
。
中
で
も
、

全
国
の
八
百
万
神
が
出
雲
路
の
締
め
く

く
り
に
立
ち
寄
ら
れ
、
神
議
り
と
直
会

の
後
、
各
地
へ
と
旅
立
つ
と
伝
え
ら
れ

る
神
社
へ
。

　

万
九
千
神
社
で
は
錦
田
剛
志
宮
司
様

と
親
し
く
お
目
に
か
か
る
事
が
叶
い
ま

し
た
。

湯 沸かすほど
Y  u

独
り
言

石垣島

出
雲
大
社
教
第
五
教
区
役
員
研
修

「
学
び
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」

人
と
自
然
と
の
共
生

環
境
問
題
へ
の
関
心

「
親
し
く
お
話
く
だ
さ
り

　
　
　
　

光
栄
の
至
り
で
し
た
」

出雲大社教管長・千家隆比古様ご夫妻

千
家
出
雲
大
社
教
管
長
様

出
雲
神
迎
祭

東本願寺・第15回蓮如賞　授賞式・シンポジウム

今野勉先生が授賞

大谷暢順御法主様

大谷光輪御門主様と

大谷暢順御法主様から今野勉先生へ

大谷祥子御裏方様と大谷沙織新裏方様と

山折哲雄先生と

弓場宮司
「尊敬する方々と楽しく
　　お話しでき幸せでした」

を

万九千神社
　　錦田剛志宮司様と

稲佐の浜

の



（７）

第６巻１号通巻２６号　　　　　http：//www.tamakijinja.or.jp /       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年（２０１８）１２月１５日発行

（６）

第６巻１号通巻２６号　　　　　http：//www.tamakijinja.or.jp /       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年（２０１８）１２月１５日発行

　

宮
沢
り
え
主
演
映
画
「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱

い
愛
」
に
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
テ
レ
ビ
録
画
を
ま

た
観
た
。

　

余
命
２
か
月
。
が
ん
宣
告
を
受
け
た
若
い
母
。

如
何
に
「
生
き
る
意
味
」
と
向
き
合
い
、
そ
し
て

旅
立
つ
か
。
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。

　

究
極
の
せ
つ
な
さ
、
い
と
お
し
さ
が
つ
の

る
・
・
・
。

　

弓
場
宮
司
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
映
画
談

義
を
よ
く
す
る
。
物
知
り
宮
司
か
ら
多
く
の
真
実

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
。

　

玉
置
神
社
に
「
奇
跡
」
が
起
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
参
拝
者
の
激
増
が
続
く
。

　

ま
る
で
「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
」
熱
気
。
あ
の

山
上
の
小
さ
な
社
に
。
こ
れ
が
神
威
な
の
か
。

　

モ
カ
マ
タ
リ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
湯
気
を
見
な
が
ら
、

迷
え
る
私
に
は
、
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

野　

成　

之

　

美
し
き
八
重
山
諸
島
の
石
垣
島
で
、
10
月
25
日
か
ら
３

日
間
、
出
雲
大
社
教
第
五
教
区
の
役
員
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

特
別
に
、
出
雲
大
社
教
管
長
で
あ
る
千
家
隆
比
古
様
ご

夫
妻
が
参
加
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
長
様
の
古
希
祝
い
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

　

玉
置
神
社
か
ら
は
弓
場
宮
司
と
神
職
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
乗
船
、
西
表
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ル
ー

ズ
そ
し
て
水
牛
車
で
海
を
渡
り
、
ま
た
島
を
巡
る
な
ど
充

実
し
た
研
修
で
し
た
。

　

十
津
川
の
こ
と
と
思
い
重
ね
な
が
ら
、
人
と
自
然
と
の

共
生
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
よ
り
深
め
る
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

・
・
・
良
き
学
び
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
賞
式
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
東
山
浄
苑
東
本
願
寺
に
て
12
月
12
日
開
催
。

今
回
は
今
野
勉
先
生
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。
柳
田
邦
男
先
生
、
山
折
哲
雄
先

生
の
講
評
も
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
、
会
場
内
で
は
参
加
者

の
交
流
も
親
し
さ
と
温
か
み
溢
れ
て
行
わ
れ
、
気
が
付
け
ば
、
別
れ
惜
し
い

時
間
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
八
百
万
神
を
稲
佐
の
浜
で
お

迎
え
す
る
神
迎
祭（
11
月
27
日
）、
出
雲

大
社
本
殿
で
の
翌
朝
の
神
在
祭
に
、
御

神
縁
の
下
、
当
神
社
か
ら
も
参
列
。

　

神
迎
祭
は
夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

定
刻
、
浜
の
臨
時
灯
が
消
さ
れ
、
斎

場
の
松
明
の
中
、
祭
儀
が
粛
々
と
進

み
、
龍
蛇
神
を
先
導
に
し
て
神
々
が
出

雲
大
社
へ
と
御
神
幸
な
さ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
出
雲
大
社
本
殿
に
於
い
て
、

国
造
様
以
下
祭
員
に
依
り
神
在
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
造
様
の
祝
詞
に
は
、
参
列
者
一
同

が
起
立
低
頭
の
上
、
神
妙
な
面
持
ち
で

し
た
。

　

午
後
は
縁
の
神
社
参
拝
。
中
で
も
、

全
国
の
八
百
万
神
が
出
雲
路
の
締
め
く

く
り
に
立
ち
寄
ら
れ
、
神
議
り
と
直
会

の
後
、
各
地
へ
と
旅
立
つ
と
伝
え
ら
れ

る
神
社
へ
。

　

万
九
千
神
社
で
は
錦
田
剛
志
宮
司
様

と
親
し
く
お
目
に
か
か
る
事
が
叶
い
ま

し
た
。

湯 沸かすほど
Y  u

独
り
言

石垣島

出
雲
大
社
教
第
五
教
区
役
員
研
修

「
学
び
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」

人
と
自
然
と
の
共
生

環
境
問
題
へ
の
関
心

「
親
し
く
お
話
く
だ
さ
り

　
　
　
　

光
栄
の
至
り
で
し
た
」

出雲大社教管長・千家隆比古様ご夫妻

千
家
出
雲
大
社
教
管
長
様

出
雲
神
迎
祭

東本願寺・第15回蓮如賞　授賞式・シンポジウム

今野勉先生が授賞

大谷暢順御法主様

大谷光輪御門主様と

大谷暢順御法主様から今野勉先生へ

大谷祥子御裏方様と大谷沙織新裏方様と

山折哲雄先生と

弓場宮司
「尊敬する方々と楽しく
　　お話しでき幸せでした」

を

万九千神社
　　錦田剛志宮司様と

稲佐の浜

の
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印刷

３
月
３
日
㈯　

三
柱
神
社
初
午
祭
（
例
祭
）　
　

４
月
29
日
㈰　

昭　

和　

祭

３
月
21
日
㈬　

出
雲
大
社
玉
置
教
会
祖
霊
祭　
　

５
月
６
日
㈰　

白
山
社
例
祭

　

小
さ
い
人
た
ち
が
襖
絵
を
鑑
賞
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

孔
雀
（
く
じ
ゃ
く
）
や
鶴
の
羽
の
細
か
く
繊
細
な

タ
ッ
チ
に
こ
と
さ
ら
興
味
を
ひ
か
れ
て
い
た
様
で
す
。

妖
精
の
視
点
。
木
霊
（
こ
だ
ま
）
の
様
な
笑
顔
に
癒
や

さ
れ
た
一
日
で
し
た
。

　
「
朝
だ
！
生
で
す　

旅
サ
ラ
ダ
」
の
撮
影

の
た
め
、
タ
レ
ン
ト
の
松
岡
充
さ
ん
が
来
社
さ

れ
ま
し
た
＝
昨
年
12
月
２
日
朝
放
映
＝
。

　

正
式
参
拝
の
あ
と
、「
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
に
残
る
良
い
一
日

で
し
た
」
と
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
を
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
厳
粛
な
面
持
ち
で
し
た

が
、
撮
影
が
終
わ
る
と
、
爽
や
か
な
笑
顔
で

挨
拶
さ
れ
、
立
ち
去
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
も
、
あ
の
日
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
爽
や

か
な
風
が
、
境
内
い
っ
ぱ
い
に
そ
よ
そ
よ
と

吹
い
て
お
り
ま
す
。

十津川村第一・第二小学校襖絵拝観

　木原透さんがクラシックギター演奏を
奉納されました（12月24日）。
　病院や老人ホーム等にてボランティア
で演奏されているとのこと。
　お馴染みのメロディで、しっとりと心
の琴線も打ち鳴らし・・・。
　クリスマスイブに華やぎの余韻をたっ
ぷり残してくださいました。

大
切
な 

  

た
ち

輝
く
未
来
あ
れ―

原石
Genseki

木原　透さん

華
や
ぎ
の
余
韻

心
の
琴
線

松岡さんと禰宜と

朝だ！生です　旅サラダ
松岡　充さんご来社

ギター奉納演奏

打
ち
鳴
ら
し

わたしの村の宝

小さな賢者たちが
きっと引継いでくれますね

未来　希望 Mirai 　Kibou

妖精の笑顔


